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任
務
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陸上自衛隊 第６師団広報紙 や ま な み 令和５年３月号

令
和
４
年
度
第
５
次
大
隊
野
営

第
６
施
設
大
隊

第
44
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長

湯
舟
１
佐
）
は
、
１
月
31
日
、

福
島
市
吾
妻
山
で
実
施
さ
れ
た

冬
山
合
同
救
助
訓
練
に
参
加
し

ま
し
た
。

本
訓
練
は
、
警
察
及
び
福
島

市
山
岳
遭
難
救
助
隊
と
合
同
で
、

悪
天
候
の
た
め
自
力
で
の
下
山

が
困
難
と
な
っ
た
遭
難
者
を
救

助
す
る
と
い
う
想
定
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

参
加
し
た
隊
員
達
は
悪
天
候

の
中
、
片
道
２
㎞
ほ
ど
の
山
道

を
ス
キ
ー
や
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
を

用
い
て
、
冬
山
に
入
り
遭
難
者

の
救
助
に
向
か
い
ま
し
た
。

遭
難
者
を
発
見
し
た
隊
員
達

は
、
毛
布
等
で
遭
難
者
を
く
る

む
低
体
温
症
ラ
ッ
ピ
ン
グ
の
処

置
を
行
い
、
体
温
を
確
保
し
つ

つ
、
ア
キ
オ
（
大
型
そ
り
）
に

乗
せ
て
遭
難
者
を
車
両
の
進
入

で
き
る
地
点
ま
で
搬
送
し
、
遭

難
者
を
救
出
し
ま
し
た
。

本
訓
練
を
通
じ
、
各
隊
員
は

冬
山
に
お
け
る
救
助
活
動
の
練

度
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、

山
岳
遭
難
対
策
関
係
機
関
と
の

連
携
の
重
要
性
を
再
認
識
し
ま

し
た
。

令和５年４月１６日（日） 一般開放
陸上自衛隊神町駐屯地

冬
山
合
同
救
助
訓
練

第
四
十
四
普
通
科
連
隊

第
６
施
設
大
隊
（
大
隊
長

日
野
２
佐
）
は
、
令
和
５
年
１

月
23
日
か
ら
27
日
ま
で
の
間
、

白
河
布
引
山
演
習
場(

福
島
県)

及
び
大
高
根
演
習
場(

山
形
県)

に
お
い
て
令
和
４
年
度
第
５
次

大
隊
野
営
を
行
い
ま
し
た
。

本
部
管
理
中
隊
は
、
24
日
及

び
25
日
に
大
高
根
演
習
場
に
お

い
て
、
ス
キ
ー
機
動
・
ア
キ
オ

曳
航
、
雪
洞
構
築
を
行
う
と
と

も
に
駐
屯
地
に
お
い
て
積
雪
時

の
射
撃
要
領
、
患
者
搬
送
、
有

線
構
成
等
の
訓
練
を
各
小
隊
計

画
で
実
施
し
練
度
向
上
を
図
り

ま
し
た
。

第
１
中
隊
、
第
２
中
隊
は
、

白
河
布
引
山
演
習
場
に
お
い
て
、

積
雪
地
に
お
け
る
障
害
構
成
、

障
害
処
理
要
領
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
雪
崩
発
生
時
に
お
け

る
遭
難
者
救
助
要
領
に
つ
い
て

も
演
練
し
ま
し
た
。

大
隊
は
、
引
き
続
き
施
設
技

術
能
力
の
更
な
る
向
上
に
努
め
、

師
団
全
般
の
施
設
支
援
を
実
施

で
き
る
よ
う
日
々
演
錬
し
て
い

き
ま
す
。

攻撃準備

目標地域の観測パイロットとの無線通話

スキー機動

ストックを使用した射撃姿勢 積雪時における障害構成

雪洞構築

ラッピングし遭難者の
体温を確保アキオにより遭難者を搬送

地図で遭難位置及び
救出経路を確認

悪天候の中
遭難者の救助に前進

シグナルミラーでの
光信号発信

第
22
即
応
機
動
連
隊
（
連
隊

長

中
本
１
佐
）
は
、
令
和
４

年
12
月
12
日
か
ら
16
日
ま
で
の

間
、
八
戸
駐
屯
地
及
び
同
周
辺

地
域
に
お
い
て
、
東
北
方
面
航

空
隊
第
２
対
戦
車
ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
隊
と
の
協
同
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。

参
加
し
た
即
応
機
動
連
隊
の

火
力
誘
導
員
は
、
縦
深
に
わ
た

る
地
域
の
敵
を
火
力
に
よ
り
制

圧
す
る
際
に
、
目
標
に
対
し
て

目
標
照
合
、
レ
ー
ザ
ー
照
射
等

を
行
い
、
砲
迫
火
力
、
航
空
火

力
及
び
海
上
火
力
を
誘
導
す
る

こ
と
を
任
務
と
し
て
い
ま
す
。

本
訓
練
で
は
、
作
戦
地
域
に

潜
伏
す
る
火
力
誘
導
員
が
航
空

火
力
を
発
揮
さ
せ
る
た
め
、
対

戦
車
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
「
Ａ
Ｈ―

１
Ｓ
」
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
光
と

無
線
に
よ
り
信
号
を
送
り
、
目

標
に
対
し
て
火
力
誘
導
を
行
い

ま
し
た
。

今
回
の
訓
練
を
通
じ
て
、
対

戦
車
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
「
Ａ
Ｈ―

１
Ｓ
」
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
と
航
空

火
力
誘
導
要
領
の
認
識
統
一
及

び
練
度
向
上
が
図
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

訓
練
に
参
加
し
た
火
力
誘
導

員
は
、
引
き
続
き
訓
練
を
積
み

重
ね
、
迅
速
か
つ
正
確
な
火
力

誘
導
を
追
求
し
て
い
く
と
意
気

込
ん
で
い
ま
し
た
。

航
空
火
力
の
発
揮

第
二
十
二
即
応
機
動
連
隊

第
６
師
団
（
師
団
長

鬼
頭

陸
将
）
は
、
２
月
23
日
（
木
・

祝)

天
童
市
市
民
文
化
会
館(
山

形
県
天
童
市
）
に
お
い
て
「
飛

翔
～
躍
動
の
未
来
へ
～
」
を
テ

ー
マ
に
「
第
18
回
第
６
師
団
音

楽
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

第
６
音
楽
隊
（
隊
長

濱
中

２
尉
）
に
よ
る
国
歌
吹
奏
、
師

団
の
活
動
紹
介
映
像
に
合
わ
せ

た
「
天
と
大
地
か
ら
の
恵
み
」

で
幕
を
開
け
ま
し
た
。

第
１
部
は
、
船
岡
駐
屯
地
の

隊
員
に
よ
る
船
岡
さ
く
ら
太
鼓

の
力
強
い
和
太
鼓
演
奏
、
師
団

ら
っ
ぱ
隊
に
よ
る
統
制
さ
れ
た

ド
リ
ル
演
奏
、
第
20
普
通
科
連

隊
の
華
や
か
な
山
形
花
笠
踊
り

な
ど
隊
員
一
人
ひ
と
り
が
統
制

美
あ
ふ
れ
る
演
奏
演
技
に
よ
り

来
場
者
を
魅
了
し
ま
し
た
。

第
２
部
で
は
、
第
６
音
楽
隊

の
小
編
成
に
よ
る
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
演
奏
の
他
、
東
根
市
立
第
一

中
学
校
吹
奏
楽
部
と
福
島
駐
屯

地
音
楽
ク
ラ
ブ
と
の
合
同
演
奏

で
「
や
ま
が
た
ふ
ぁ
ん
た
じ
ぃ

～
吹
奏
楽
の
た
め
の
～｣｢

糸
」

「
伝
説
の
演
歌
メ
ド
レ
ー
」
な

ど
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
演
奏
を

披
露
し
ま
し
た
。

フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
「
ぼ
よ
よ

ん
行
進
曲
」
を
演
奏
し
、
第
６

音
楽
隊
の
隊
員
が
歌
を
う
た
い
、

出
演
者
と
来
場
者
が
心
ひ
と
つ

に
な
り
、
ホ
ー
ル
に
響
き
渡
る

音
楽
隊
の
美
し
い
演
奏
で
音
楽

ま
つ
り
は
大
盛
況
の
な
か
終
了

し
ま
し
た
。

音
楽
ま
つ
り
は
、
第
１
回
・

第
２
回
公
演
と
も
に
ほ
ぼ
満
席

の
約
１
０
０
０
名
の
観
衆
が
訪

れ
、
鑑
賞
し
た
方
か
ら
は
、

「
素
晴
ら
し
か
っ
た
」
「
感
動

し
ま
し
た
」
「
ま
た
来
年
も
見

に
来
た
い
」
な
ど
賞
賛
の
言
葉

が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

第
６
師
団
（
師
団
長

鬼
頭
陸
将
）
は
、
２
月
23
日
（
木
）

天
童
市
市
民
文
化
会
館
に
お
い
て
「
第
18
回
第
６
師
団
音
楽

ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

第６師団らっぱ隊

第６音楽隊の演奏

船岡さくら太鼓（第２施設団） 花笠踊り（第２０普通科連隊）

富
士
学
校
特
科
部
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長

１
等
陸
佐

陣
之
内

宏

（
第
６
師
団
司
令
部
火
力
調
整
部
長
）

関
東
補
給
処
松
戸
支
処
総
務
部
長

２
等
陸
佐

徳
田

幸
隆

（
第
６
師
団
第
１
部
長
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情
報
本
部

2
等
陸
佐

今
岡

秀
行

（
第
６
師
団
第
２
部
長
）

第
８
後
方
支
援
連
隊

３
等
陸
佐

新
藤

桂
太

（
第
６
師
団
司
令
部
法
務
官
）

陸
上
幕
僚
監
部
人
事
教
育
部

２
等
陸
佐

根
間

盛
嘉

（
第
６
高
射
特
科
大
隊
長
）

朝
霞
駐
屯
地
業
務
隊

３
等
陸
佐

仙
波

吉
晴

（
第
６
師
団
司
令
部
付
隊
長
）

中
央
音
楽
隊

２
等
陸
尉

濱
中

則
昭

（
第
６
音
楽
隊
長
）

第
６
師
団
司
令
部
火
力
調
整
部
長

１
等
陸
佐

石
崎

美
生

（
第
５
特
科
隊
長
）

第
６
師
団
司
令
部
第
１
部
長

２
等
陸
佐

上
野

和
彦

（
陸
上
幕
僚
監
部
人
事
教
育
部
）

第
６
師
団
司
令
部
第
２
部
長

２
等
陸
佐

新
井

健
一

（
陸
上
総
隊
司
令
部
）

第
６
師
団
司
令
部
法
務
官

３
等
陸
佐

岩
田

和
久

（
小
平
学
校
）

第
６
高
射
特
科
大
隊
長

２
等
陸
佐

金
野

洋
平

（
小
平
学
校
）

第
６
師
団
司
令
部
付
隊
長

３
等
陸
佐

寺
本

博
幸

（
第
６
偵
察
隊
）

第
６
音
楽
隊
長

１
等
陸
尉

石
村

俊
之

（
中
央
音
楽
隊
）

転
入
者
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出
者

第６師団優秀隊員表彰式

第６高射特科大隊 第６施設大隊 第６通信大隊 第６特殊武器防護隊
１等陸曹 安田 幸男 陸曹長 吉﨑 賢二 ２等陸曹 小林 博行 ２等陸曹 佐藤 信一

第６音楽隊 第２２即応機動連隊 第６後方支援連隊 第６飛行隊
陸曹長 本間 賢一 陸曹長 鈴木 英明 １等陸曹 児玉 順一 ３等陸曹 高橋 佳樹


